
卒後3年目の職員が、チームに働きかけるための基本的知識を学び、後輩・先輩をサポートしたり、チーム
のコミュニケーション活性化に繋げられる行動を取るための自己課題を見出すことを目的に開催しました。
■開催日時：①7月13日（木）14：30~16：30 ②7月22日（土）10：00~12：00
■受講者数：146名
助産師1、看護師87、診療放射線技師1、臨床検査技師4、薬剤師3、理学療法士13、作業療法士16、社会福祉士8、
介護福祉士2、救急救命士1、言語聴覚士3、保育士1、事務職6

2023年度 法人共通 卒後3年目研修【集合＆オンライン】

「主体的にチーム作りに取り組むことができる
入職3年目となるために」

～チームで働く力を身につけましょう～

１．組織とは、チームとは
２．職場や地域で活躍する上で必要となる力
３．新・社会人基礎力
４．チームで働く力はなぜ必要？
５．チームは変わる
６．チームコミュニケーションを活性化する行動

研修内容 講師のご紹介

医療法人協和会
協立訪問看護ステーション

在宅看護専門看護師
遠藤 優希氏

受講者一人ひとりが、日常業務において、
自分の個性や能力を主体的に発揮しながら、
チームの目的や目標の達成に向かう一助を
担えること、チームのコミュニケーション活性化
に繋げられる行動を取れるよう、これから一歩
ずつ学びながら成長されることを、法人全体で
応援します。

受講者の感想（アンケートより）
・個人の能力がどれだけ高くても、チームメンバー同士の相互作用が働かなければ、チーム力は高まら
ないことが理解できました。

・自分のやり方や行動にこだわりすぎず変化に前向きに対処する柔軟性を大切にし、主体的に行動して
いきたい。

・後輩に対して、管理職や経験の長い先輩、多機種と関わりやすいように橋渡し的なサポートを行って
いきたい。

・研修で、チーム作りのためには傾聴力や発信力など様々な力が大切になることを改めて学びました。
・グループワークで1つの課題に取り組んだときに、個人個人それぞれ考え方が違い、チームで話し合
うことで物事の捉え方が深まると思いました。


